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記録者 　福田香織

　伊賀市議会議長　様

・庁舎移転後は高齢者に配慮し、町中にも住民サービスの手続きが出来る窓口が必要。

・市民が無関心であることが問題。意見を言っても仕方がないとあきらめている。

　　　　議会出前講座実施要綱第１１条第１項の規定により提出します。

　平成30年８月６日

　出来ない。

・プロデュースをする人が必要。また、リーダーを育てて欲しい。

　借しするなど、気負わず出店出来るようにしてはどうか。まずは入居して貰って、賑わいを出すべき。

・ハードはどうでもよく、ソフトを充実させることが重要である。

・ハイトピア伊賀には夜9時半頃まで高校生がいる。若い人たちの居場所作りが必要。

・若い人を引き付けるものが必要。

　　　　　　　　　　　　産業建設常任委員長　上田　宗久　　　　　　　　　

出前講座　報告書
　平成３０年７月３０日（月）１９ 時 ３０ 分 ～　２１時１５分

　上田宗久（委員長）、福田香織（副委員長）、川上善幸、宮﨑栄樹、市川岳人、
出 席 議 員

　中谷一彦、北出忠良

　上野商工会議所女性会

【講座・意見交換等の主な内容、対応等】

・庁舎移転後、幽霊屋敷にするわけにはいかない。

・女性は時間を気にせずに、ゆっくりおしゃべりが出来る場所が欲しい。駐車料金がかかるとゆっくり

　上野商工会議所ホール

・伊賀市は忍者の本家本元なのに、発信力が弱い。

・心の和む場所を作って欲しい。

《上野商工会議所女性会からの主な報告・意見》

・だんじり会館のお土産売り場には買いたい物が無い。お土産一つにしても工夫が足りない。

・面積の大半が図書館では、賑わいは生まれない。賑わっている雰囲気を出すべき。

　伊賀市南庁舎跡地活用について

　産業建設常任委員会

・ハイトピア伊賀のテナントに空きがあるのは家賃が高いため。その失敗を踏まえ、南庁舎ではブース

・箱物ばかり建てるのではなく、いかに人が入るかを工夫することが重要。


